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　　　　　　南半部の花崗岩類の帯磁率
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Magnetic　susceptibility　of　granitoids　in　southern　part

　of　the　New　England　Batholith，eastern　Australia．

Shigeru　IIzuMI　and　Hiroji　HoNMA

1．はじめに
　Chappell　and　White（1974）によるSタイプ・1タ

イプ花崗岩系列の提唱以来，各地の花崗岩類に対する

タイプ区分や系列区分の研究が進み，S・1・A・M

の各タイプヘの区分やlshihara（1977）による磁鉄鉱

系列・チタン鉄鉱系列への区分が行われ，それぞれに

対するさまざまな成因論が展開されてきている（White

and　Chappe11，1977，1983：Collins　et　a1．，1982：Kwak

and　White．1982：石原，1982，Chappell，1984など）．

また，S・1・A・M各タイプと磁鉄鉱系列・チタン

鉄鉱系列との相互関係についても検討され（Takahashi

et　al．，1980：高橋，1985），Sタイプ花崗岩は若干の

例外が認められるものの（Wybomet　a1．，1981：田結

庄ほか，1987），そのほとんどがチタン鉄鉱系列に，A

タイプ花崗岩は一般に磁鉄鉱系列に，また1タイプ・

Mタイプの両花崗岩は磁鉄鉱系列に属する場合とチタ

ン鉄鉱系列に属する場合があることが指摘されている．

　オーストラリア東部のニューサウスウェールズ州北

部からクイーンズランド州にかけのニューイングラン

ド褶曲帯には古生代後期から中生代にかけての花崗岩

類が分布する．これらに対しても，岩石学的・地球化

学的側面からタイプ区分が検討され，Sタイプおよび

1タイプの両花崗岩系列に区分されている．しかしニ

ュー Cングランド褶曲帯の花崗岩類の場合，オースト

ラリア南東部のラクラン褶曲帯の花崗岩類と違って，

同位体組成等を含めた多くの側面にわたって明確にS

タイプ・1タイプヘの区分ができない場合があること

が指摘されている（Shaw　and　Flood，1981：Hensel

et　al．，1985）．また，ニューイングランド褶曲帯の花

崗岩類に対しては従来帯磁率の測定が行われておらず，

このような性質を持つ花崗岩類のタイプ区分と帯磁率

との関係については不明のまま残されてきている．

　今回，筆者らは文部省科学研究費による海外学術調

査「オーストラリア東部大蛇紋岩帯周辺の古生代島弧

性地殻の形成過程に関する研究」の一環として，南部

ニューイングランド褶曲帯南半部に分布する花崗岩類

の地質調査を行ない，あわせて広域的に花崗岩類の帯

磁率を測定した．本稿ではその結果を，タイプ区分と

帯磁率との関係に中心をおいて報告する．また花崗岩

類のRb－Sr年代およびその初生値について，従来のデ

ータをもとに再検討を行ったのでその結果についても

報告する．

　調査にあたっては，研究代表者である徳島大学教授

の岩崎正夫氏をはじめ，研究分担者である島根大学の

渡辺暉夫，石賀裕明，シドニー大学のE．C．Leitch，オ

タゴ大学の河内洋佑の各氏にはひとかたならぬご協力

とご援助をいただき，また貴重なご討論をいただいた

シドニー大学のP．A．Morris氏には一部の地域の調査

にご協力をいただいたほか，文献や資料について多く

のご教示をいただいた．以上の方々に厚くお礼申し上

げる次第である．

2．地　質　概　説

＊　島根大学理学部地質学教室

＊＊　岡山大学地球内部研究センター

　ニューサウスウェールズ州北東部からクィーンズラ

ンド州中東部にかけて，南北ないし北北西一南南東方

向に延長1600kmにわたって伸びる古生代のニューイ

ングランド褶曲帯は，そのほぼ中央部を中生代の堆積

盆に覆われ，南北二つの地域にわかれて分布している．

このうち南部ニューイングランド褶曲帯は，その西域を

北北西一南南東方向に伸びる大蛇紋岩帯（ビール断層）
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第1図　南部ニューイングランド褶曲帯の構造区

　　　　分と火成岩類の分布（Leitch，1974，
　　　　Ca，wood　and　Leitch，1980）．

AB：Armidale　block，　BB：Bonsha，w　block，

CB：Coffs　Harbourblock，HB：Hastings　block，

MB：Macdomld　block，MuB：Manning　block，
NB：Numbucca　Slate　belt，PB：Port　Macqu－
arie　block，TB：Tamworth　block，TbB：Tabu－

1am　block，WB：Warwick　block，YB：Yarro－
witch　block．

を境に，その西側のA帯と東側のB帯とに区分され，そ

れらはさらに岩相，変形の程度，変成度などから第1

図に示すようないくつかのブロックに構造区分されて

いる　（Leitch，1974：Cawood　and　Leitch，1980）．A

帯はデボン紀から石炭紀の主に火山砕屑性堆積物から

構成され，その層厚は12－13kmに及ぶ（Leitch，1974：

Cawood，1982）．これらは前弧海盆堆積物であると考

えられており，その供給源は当時A帯西縁沿いで活動

していた火山列にもとめられている（Leitch，1975；

ほか）．

　一方B帯は主に玄武岩溶岩やチャートを挾むグレイ

ワッケ，頁岩及び泥岩等から構成され，全体として強

い変形，褶曲を受け，また緑色片岩相（一部角閃岩相）

の広域変成作用をうけている．これらはカンプリア紀

から二畳紀までの付加体堆積物であると考えられてき

たが，最近従来シルル紀とみなされてきた地層から石

炭紀の放散虫が発見され（lshiga　et　a1，投稿中），付

加体形成の時期についてはB帯全体にわたる今後の詳

細な検討が必要である．

　このニューイングランド褶曲帯には，上記古生層を

貫いて古生代後期から中生代にかけての花崗岩類が広

く分布し，それらは一括してニューイングランドバソ

リスと呼ばれている（Leitch，1974）．これらの花崗岩

類の多くはB帯に分布するが，二畳紀後期の花崗岩の

一部はピール断層及びA帯の古生層をも貫いている．

3．花崗岩類の概要

　本地域の花崗岩類は構成鉱物の種類や性質，化学組

成，同位体組成，活動時期等の特徴から，それぞれが

数個ないし数10個の岩体から構成されるいくつかの

suiteに区分されている（O’Nei1，et　al．，1977：Shaw

｛
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第2図　ShawandFlood（1981）による花崗岩
　　　　類の区分

A：Hillgrovesuite；B：Bundarrasuite；C：
Uncertain；　D：Clarence　River　suite；　E：

Moonbi　suite；　F：Uralla　suite；　G：Leucoa－

damellites．
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第3図　Hensel　et　aL（1985）による花崗岩類
　　　　の区分

H：Hillgrovesuite；B：Bundarrasuite；T：
Transitional　gra，nitoids；　N：Nundle　suite；

NE：New　England　Super－suite；　P：Post＿
orogenic　granitoids．

and　Flood，1981：Hensel　et　a，1．，1985）．Shaw　and

Flood　（1981）　は，Hillgrove，　Bundarra，　Clarence

river，Moonbi，Urallaの5つのplutonicsuiteとLeucoa－

bamelliteおよび未区分のものに区分した（第2図）．

一方，Hensel　et　al（1985）は，Shaw　and　Flood（1981）

とは異なる区分を行い，Hillgrove，Bunndarra，Nundle

の3つのsuiteとNewEnglandsuper－Suite，および

Transitional　granitoids，Post－orogenic　granitoids

の併せて6っのグループに区分した（第3図）．この

うち，HillgroveおよびBundarraの両suiteについ

ては両者の区分がほぼ一致しているものの，それ以外

の花崗岩類に対する区分はかなり異なっている（第4

図）．このようにニューイングランドバソリスのsuite

区分は，未だ完全に確立されたものにはなっていない

が，筆者らの今回の調査地域はニューイングランドバ

ソリス南半部に限られているので，バソリス全体の問

題に関わるsuite・区分を十分に検討することはできな

い．従って本稿では，基本的にShawand　Flood（1981）

およびHenzeletal（1985）の区分に従い，ニューイン

グランドバソリス南半部の花崗岩類を6つのグループ

に区分した（第5図）．以下この区分に従い花崗岩類の

概要を記載する．

1）　Hi　l　lgrove　Sui　te

ShGwqndFlood（1981） HenSel　et　ol，（1985）

LeucoGdGmell　ite POst－orogenicgrGnitoids

Urqllq　suite NewEnglOndSuPer－suite

凹oonbi　suite Nundle　suite

CIGrenceriversuite TrGnsitionqlgrGnitolds

Uncertqin BundOrrG　SUite 1

Bundqrro　suite Hlllgrovesuite

H111grovesuite

第4図 Shaw　and　Flood（1981）とHensel　et　a1．（1985）による花崗岩類のsuite

区分の相互関係．
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　本suiteの区分はShaw　and　Flood（1981）に従った．

Hensel　et　a1（1985）の区分もほとんど同じであるが，

彼らはUralla東方に分布する数岩体（第3図）を

Transitional　granitoidsと呼んで区分した点で異な

っている．これ1ま化学組成や同位体組成が，彼らの区分

によるNew　England　Super－SuiteとHillgrove　Suite

の中間的な性質を示すことによるものであるが，岩相

上の大きな違いはない．

　本suiteは主に顕著な片状構造を持った中粒の黒雲

母アダメロ岩一花崗閃緑岩から構成される．しばしば

径1－2cmのカリ長石が斑状を呈する．黒雲母はアル

ミニウムにとみ，しばしば針状のルチルを離溶してい

る．鉄鉱はチタン鉄鉱である（Hensel　et　al，1985）．ま

た一部の岩体には，アルマンディン質ザクロ石，アク

チノ閃石質角閃石，カミングトン閃石が伴われる（Flood

and　Shaw，1977：Shaw　and　Flood，1981）．SiO2含量は

65－72％の範囲を示し，より苦鉄質の岩相程ノルム・

コランダムにとむ（ShawandFlood，1981）．しかしSr

同位体初生値はO．7064±0．OOO9（Flood　and　Shaw，1977）

およびO．70526±0．00035（HenseletaL，1985）で低く，

εNdも一〇．1～＋1．8の比較的高い値を示す，なお，

Hensel　eta，1．（1985）によるTransitiona，1granitoids

はSr同位体初生値が0．70618，εNdが＋0．2である．

　本suiteの花崗岩類はK－Ar年代で1個のみ293±6
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第5図　花崗岩類の区分

H：Hillgrovesuite；B：Bundarrasuite；N：Nundlesuite；M
U：Urallasuite；　P：Postorogenicgranitoids．

Moonbi　suite；
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Ma（Hensel　et　al．，1985）と古い年代を示すが，その

ほかは275～258Ma（Cooper　et　a1．，1963；Binns，

1966）を示す．一方，Rb－Sr全岩アイソクロン法では

289±25Ma（FloodandShaw，1977）および312±10

Ma（Hensel　et　a1）の年代が得られている．

2）Bunda，rra，Suite

　本suiteの区分はShawand　Flood（1981）およびHen

seletal（1985）の両者に従った．本suiteは最もピー

ル断層よりの地域に分布する花崗岩類の一つで，大部

分は極めて粗粒な等粒状一斑状の優白質アダメロ岩に

よって構成されるが，アプライト質花崗岩やアプライ

トも伴われる．等粒状に近い岩相では石英，カリ長石，

斜長石の粒径は一般に1cm以上におよぶ．粗粒斑状

の岩相では，カリ長石の斑晶が粒系5em以上に達す

る場合も珍しくなく，最大8cmにもおよぶ．石英もし

ばしば斑状を呈する．黒雲母，チタン鉄鉱のほか，し

ばしば自形で粒径1～2cmのコーディエライトや電気

石が含まれる．また，やや苦鉄質の岩相には僅かにア

ルマンティン質ザクロ石が含まれることがある（Shaw

and　Flood，1985）．

　Sio2組成の範囲は限られており，多くは70％以上で，

2％程度までのノルム・コランダムが算出される（Chap

pell，1978：Shaw　and　Flood，1981：Hensel　et　al．，

1985）．Sr同位体初生値はO．7057±0．OO14（Floodand

Shaw，1977），0．70574～0．70612（Hensel　et　al．，1985），

εNdは一〇．2～一〇．9を示す（Hensel　etal．，1985）．

　本suiteの花崗岩類はRb－Sr全岩アイソクロン法に

より，286±13Ma（FloodandShaw，1977）および

287±10Ma（Hensel　et　al，1985），Rb－Sr黒雲母年代

で281Ma（Hensel　etal，1985）のほぼ一致した年代が

得られている．しかし，黒雲母のK－Ar年代は304－

309Ma（Kleeman，1975）でやや古い．

3）Nundle　Suite

　本suitはHenseletal（1985）の区分によるもので，

トーナル岩，斑れい岩，閃緑岩等の比較的苦鉄質な岩

相のものから構成される．しかし最北部の一岩体（第

3図）は他の岩体に比し憂白質であること，帯磁率が

低いこと等の点でそれ以外の岩体とは異なっている．

Hensel　et　al（1985）も本岩体は他の岩体に比べRbに

富みSrに乏しく年代も若干古いことなどから，Nundle

suiteとHillgrovesuiteの中間的な性質を持つ別な

suiteに区分される可能性を指摘しており，その区分

については検討の余地がある．

　Sr同位体初生値は0．70351～0．70396で他のsuite

の花崗岩より低く，εNdは＋6．1でかなり高い値を示

す（Hensel　et　aL，1985）．Rb．Sr法による黒雲母年代

は255Maおよび262Maを示す（Hensel　et　al．1985）．

4）Moonbi　Suite

　ニューイングランドバソリス南半部に於て，Hillgr－

ove，Bundarraの両suiteにはさまれたTamworth付近

からその北東約100kmのArmidaleにかけての地域に

分布する花崗岩類は，Shaw　and　Flood（1981）によっ

てMoonbiおよびUrallaの2つのplutonicSuiteに区
分された（第2図）．しかしその後，Hensel　et　a1（1985）

はそれらをNewEnglandSuper－Suiteとして一括し

た．今回の筆者らの調査では，MoonbiびUrallaの二

つのPIutonic　Suiteは，後述するように帯磁率の面で

大きく性質を異にするので，本稿ではShawandFlood

（1981）の区分に従った．

　本suiteは主に中粒～粗粒の角閃石一黒雲母花崗閃

緑岩，黒雲母アダメロ岩によって構成されるが，モン

ゾニ岩等のより苦鉄質な岩相も伴われる．一般に塊状

であるが，斑状岩相ではカリ長石斑晶が弱い定向配列

を示すことがある．副成分鉱物として，普通輝石，ス

フェン，磁鉄鉱等が含まれる．本suiteの岩石は，高

いK20，Sr，BaO含量及び高いFe203／FeO比によって

特徴づけられる（Shaw　and　Flood，1981）．Sr同位体

初生値はO．7052±O．0002，εNdはO～2．4を示す（Hen－

seletal．，1985）．

　本suiteの花南岩類については2つの岩体から250

Ma（Cooper　et　a1，1963）のK－Ar年代が，また別の

岩体から角閃石と黒雲母に対してそれぞれ226Ma，

230Maのほぼ一致した年代（Evemden　and　Richards，

1962）が得られている．Rb－Sr年代については後述する．

5）Uralla，Suite

　本suiteの区分はShow　and　Flood（1981）に従った．

本Suiteは中粒ないし粗粒斑状～等粒状の角閃石一黒

雲母花崗閃緑岩，黒雲母アダメロ岩を主体とするが，

斑れい岩や閃緑岩等の苦鉄質岩類を比較的多く伴う．

主な苦鉄質鉱物はアクチノ閃石質角閃石，黒雲母，斜

方輝石，単斜輝石で，鉄鉱はチタン鉄鉱のみの場合が

多いが磁鉄鉱を伴う場合もある（Shaw　and　Flood．

1981）．本suiteの花崗岩類はK20，CaO，Sr含量が1
‘

タイプのMoonbi　Suiteのものに比し乏しい傾向にあ

ること，またノルム透輝石含量も少なくSio262％以

上の岩相ではしばしばノルム・コランダムが算出され，

また負のδ34Sを持つこと（Colemann，1979）などから，

1・S両タイプの中間的な性質を持つものと考えられ
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ている（Shaw　and　Flood，1981）．しかしSr同位体初

生値は0．7058±O．0003で低く，εNdは0～4．6で比較

的高い（Hensel　et　a1．，1985）．

6）Post－orogenic　gra，nitoids

　Post－orogenic　granitoidsはHensel　et　al（1985）

の区分によるもので，これにはShawand　Flood（1981）

によるLeucoadamelliteと未区分の花崗岩類の一部が

含まれるが，本稿では両者の調査地域以南に分布する

グライファイアーや花崗斑岩を主体とする数岩体もこ

れに含めた（第5図）．なお，第4図に示されている

Post－orogenic　granitoidsのうち最南部の岩体の一つ

は花崗岩類ではなく，流紋岩及びデイサイト溶岩と火

砕岩から構成されるので第5図からは除外した．

　本グループの花崗岩類は細粒ないし中粒の黒雲母ア

ダメロ岩が主体をなすが，中粒斑状の角閃石一黒雲母

花崗閃緑岩のほか，アプライト質花崗岩，花崗閃緑斑

岩，グラノファイアなど細粒斑状の送人岩類も含まれ

る．本suiteに属する一部の岩体には，銅一スズーモ

リブデンの鉱床が胚胎する．

　本グループの花崗岩類は，230Maを示す黒雲母の未

公表データがあること（Hensel　et　al．，1985）や，野

外での産状などから上記の各suiteの花崗岩類におく

れて活動し，一部はジュラ紀にまでおよんだ可能性が

指摘されている（Shaw　and　Flood，1981）．Sr同位体

初生値は230Maの年代を使って，0．70433が，εNdは

＋4．5および＋1．1が求められている（Hensel　et　al．，

1985）．

　上記の各グループの花崗岩類は以上のような岩相上，

化学組成上の特徴からChappell　and　White（1974）に

従ったタイプ区分がなされている．このうちHilgrove

およびBundarraの両Suiteの花崗岩類はSタイプに，

その他の花崗岩類は1タイプに区分されている．しか

し前述したようにニューイングランドバソリスの場合，

花崗岩類が明瞭にタイプ区分され得ない場合がある．

岩相的にも化学組成的にも明瞭なSタイプの性質を持

つBundarraやHillgrove　Suiteの花崗岩類が，典型的

なSタイプ花崗岩類に比べかなり低いSr同位体初生値

を示すこと（Flood　and　Shaw，1975）や，Uralla　Suite

の花崗岩類が高いδ180（O，Neiletal，1977），負の

δ34S（Coleman，1977）を示し，SiO262％前後の岩石

でもしばしばノルム・コランダムが算出されることな

どはその例である．

4．花崗岩類のRb－Sr年代についての再検討

　上述のようにニューイングランドバソリス南部の花

崗岩類については，これまでK－Ar法，Rb－Sr法によ

り多数の年代がえられてきており，その結果によると

HillgrovesuiteおよびBundarraSuiteの両Sタイプ

花崗岩類がより早期に，その後に1タイプの3つの

suiteの花崗岩類が，つづいて1タイプのPost　orogenic

granitoidsが道人している．しかし各suiteごとにみ

ると，K－Ar法とRb－Sr法の間でかなりの年代の違い

が認められる場合がある．またRb－Sr全岩アイソク

ロン年代は同じsuiteに属するとは言え，100km以上

も離れたいくつかの岩体からのサンプルによって求め

られた場合もあるので，Flood　and　Shaw（1977）およ

びHensel　et　a1．（1985）のデータをもとにそれらの年

代について再検討を行った．

　Hillgrove　Suiteの花崗岩類についてはRb－Sr全岩

アイソクロン法では289±25Ma（Floodand　Shaw，

1977）および312±10Ma（Henseleta1．，1985）の2

つの年代が得られている．Flood　and　ShaW（1977）に

よる年代は100km以上も離れた地域に散在するいくつ

かの岩体から採取された7個のサンプルによって求め

られたものである．Hensel　et　al．（1985）も同様な方

法をとったが，33個ものサンプルから年代を求めてい

る点で異なっている．しかし，Hensel　et　al．（1985）の

第1表に載せられている11個のデータのうち，Rb－Sr

系が大きく変化したと考えられている（Hensel　et　al．，

1985）2つのデータ（CT13およびINGA）を除い

て検討すると，それらが少なくとも2本のアイソクロ

ンに別れてプロットされる．従ってそれらを一括して

一本のアイソクロンで年代や初生値を求めるには問題

がありそうである（第6図）．またFloodandShaw

（1977）による7個のデータはその一方のアイソクロン

付近にプロットされる（第6図）．本suiteの上記16

個全部のデータからは，301±3Maの年代とO．70572

±32の初生値が求められる（アイソクロンA）．Dundu－

rrabin岩体からの2個のサンプルおよびKimberley

岩体の1個のサンプルはその他の13個のサンプルと年

代はほぼ同じであるが初生値が若干異なる別のアイソ

クロンにプロットされる（アイソクロンC）．この3個

を除いた13個のサンプルによるアイソクロンは，290

±4Maの年代とO．70633±25の初生値を示す（アイ

ソクロンB）．またこのアイソクロン上にHensel　etal．，
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3Ma，初生値：O．70572±32；アイソクロン合：アイソクロンAからDundurrabinおよ

びKimberley岩体からの3サンプルを除いたアイソクロン，年代：296±4Ma，初生
値：0。70633±25，アイソクロンC：Dundurrabin岩体からの2個，およびKimberley
岩体からの1個のサンプルによるアイソクロン，アイソクロンD：Uralla，suite5個

のサンプルによるアイソクロン，年代：260±8Ma，初生値：0．70606±22，アイソ

クロンE：Uralla　suiteのShalimar岩体およびBack　Creek岩体に対するアイソク
ロン，　アイソクロンF：Moonbi　suiteからの5個，Uralla　suiteからの2個，Leu．

coadamelliteからの2個のサンプルによるアイソクロン，年代：252±3Ma，初生値：
0．70510±19．
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（1985）のTransitional　granitoidsのデータもプロッ

トされる．このことはHillgrove　suiteの花崗岩類は

活動時期はほとんど同じであるが岩体あるいは地域に

よってSr同位体初生値が異なっていることを示して

いる．従ってその年代もHensel　etal（1985）による

312Maより若くはぼFloodandShaw（1977）による

年代が妥当なものと考えられる．この年代はK－Ar年

代のうち最も古い値（293Ma）と一致している．なお

その他のK－Ar年代が若い値を示すことについては，

Rb－Sr年代が滋入の時期を，K－Ar年代はその後の変

形を受けた時期を示すかもしれない．

　次に，Henseletal．（1985）によるNewEngland

Super－suiteの花崗岩類について検討する．すでに述

べたように，本稿で対象にしている地域に分布するNew

England　Super－suiteの花崗岩類はShaw　and　Flood

（1981）に従ってUrallasuiteとMoonbi　suiteとに区

分しているが，本地域北方に分布するIeucoadamellite

も含めて検討する．チータはすべてHensel　et　al．

（1985）によったが，花崗岩類およびそのenclaveの19

個のデータのうちSr同位体が異常に低いサンプル

（Moonbi）とRb／Sr比が異常に高いサンプル（G415）

の2個は検討の対象から除外した．なお，1サンプル

（Back　Creek）についてはサンプル採取場所が不明で，

そのsuite区分はできない．

　Moonbi，Uralla，Leucoadamelliteについてのデー

タをアイソクロン図に記号を分けてプロットした（第

6図）．第6図から明かなように，これらは少なくとも

年代はほとんど変わらないが初生値を異にする3本の

アイソクロンに分かれてプロットされる．最も初生値

の高いアイ’ノクロンDには，Urallasuiteの5個のサ

ンプルとそれらと地理的に密接に伴って産する火山岩

（rhyodacite）1個のデータもプロットされる．このア

イソクロンは260±8Maの年代とO．70606±22の初生

値を示す．またアイソクロンEはやはりUrallasuite

に属するShalfmar岩体に対して求められた2個のサ

ンプル，およびBack　Creek岩体の1個のデータを結

んだもので，アイソロンDよりやや低い初生値を示す

が年代はほぼ同じである．その他の9個のデータはア

イソクロンFにプロットされる．それにはMoonbisuite

の全部のデータ（5個），Uralla　suiteの2個のサンプ

ル，Leucoadamelliteの2個のサンプルがプロットさ

れ，252±3Maの年代とO．70510±19の初生値を示す．

　このような結果はHensel　et　al．（1985）によっても

示唆されているように，地域あるいは岩体によって

Sr同位体初生値が異なることを示している．特に

Uralla　suiteについてはすべての岩体を一括して年代

や初生値を議論することはできない．またMoondi

suiteの全部のサンプル（5個）は，Uralla　suiteおよ

びleucoadamelliteのそれぞれ2個のサンプルと共に

一本のアイソクロンにプロットされる．このことは本

suiteの花崗岩類はその送人時期や起源物質に大きな

違いがなかったことを示している．さらに，Uralla，

MoonbiおよびLeucoadamelliteの花崗岩類の間には

ほとんど遊人時期の違いはなく，それらはあいついで

活動したものと考えられる．

　なお，Moonbi　suiteについては2つの岩体から250

Ma（Cooper　et　al，1963）のK－Ar年代が得られてお

り，上記Rb－Sr年代と調和的である．しかし1岩体か

らの角閃石と黒雲母に対するそれぞれ226Ma，230Ma

の一致した年代（Evemden　and　Richards，1962）とは

異なっている．

5．帯　　磁　　率

　帯磁率はチェコスロバキア製の携帯用帯磁率計，カ

ッパメーターK　T－5型を用い，本バソリス南半部の

花崗岩類に対し約300の露頭で測定を行った．各露頭

では数ケ所ないし20ケ所で繰り返し測定を行った．各

露頭での帯磁率は比較的安定した値を示す場合が多い

が，測定点によって大きく変化する場合もある．Sタ

イプに属するHillgroveおよびBundarraの両suite

では，帯磁率は各露頭での変化幅も小さく，岩体ある

いはsuite内での変化も少なく安定した値を示す．一

方1タイプ花崗岩類の帯磁率は一般に各露頭での変化

も，岩体あるいはsuite内での変化もSタイプ花崗岩

類に比べ相対的に大きい．ここでは各測定点の平均値

を取ることによって露頭での帯磁率を代表させ，その

結果を第7図に示した．しかし各測定点での帯磁率が

連続的ではなく，バイモーダルな結果を得た場合は，

それぞれを平均し結果を併記した．帯磁率は帯磁率計

の単位に従いS　I　unitで示した．1×10－3S　Iunitは

C　G　S系単位でほぼ50～80×10－6emu／gに相当するの

で（飯泉・高木，1987），本稿ではこれを基準としてチ

タン鉄鉱系と磁鉄鉱系とに区分した．

　Hillgrove　suiteはいずれの岩体も安定した低い帯磁

率を示しチタン鉄鉱系に属する（第7図）．また，岩体

内部や岩体間で岩相の変化が少ないBundarra　suite

はアプライト質花崗岩やアプライトを含めてHillgrove

suiteよりさらに低い，しかも安定した帯磁率を示す



オーストラリア東部ニューイングランドバソリス南半部の花南岩類とその帯磁率 157

　　　　、
　　　欄1
　　　　ユ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しエ　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。。78：鋒。・170・170・！80・22
　　　　　　　　0110　　　0．430．510、18！・73　　　　0：19　　　　　　　　　　2・78
　　　　　　　　0，08　　　　　　　　　　　　　　0，15　　　　　　　　　　　6・95
　　　　　　　　0・13　0，“6　　　　　　　0118　　　　　0，04　1・63
　　　　　　・，肥81i言　25q．・6　8：llll　，，v8：llミll　弾＼1：ll

　鷲鑛、擁欝1㌧欝

欝　欝1搾　詩
篇漿鰐，、そ，、瞭離㌔　6・

灘、麓雛餅ノ　・・2

朧湿糀
＜谷。，10

9

謬演舞
繍　　・ 50km

　　
@　
@　
@も

　
　
　
　
　
　
自
3
耳

　
　
　
　
　
　
2
1
2

　
　
　
　
　
　
0
0
0

　
　
も

0
0
0
　
　
　
　
　
2
5
q
6

将
一

　
　
　
　
　
　
　
3
2
3
1

　
　
　
1
0

　
　
　
0
0
　
　
　
　
0

　　

@　

@　

V
驚
呂

　
7
9
9
　
0
0
0
0
0

　
0
0
0眺

捻

猷
b
舩
忽
o
o

　
　
　
　
O
O
O

1謬

激
1，35　1，gq　3，22

　　　　　　　のぱはロ　　ロの　エ　

㌔△蜘
☆塵夢

・・1・ぞ）鳴戸

第7図　各露頭における帯磁率の平均値（SI　unit）．

（第7図）．従ってSタイプに属する両suiteの花崗岩

類はいずれもチタン鉄鉱系である．一方，1タイプに

属するNundle　suiteおよびMoondi　suiteの花崗岩類

はいずれも1×10－3Slunit以上の帯磁率を示す．特

に前者は苦鉄質な岩相が卓越することもあって500×

10－6emu以上の高い値を示す（第7図）．

　S・1両タイプの中間的な性質を持つとされている

Uralla　suiteの花崗岩類は一般に低い帯磁率を示し，

多くはチタン鉄鉱系に入る．しかしアプライト質花崗

岩およびアプライトの一部にやや高い帯磁率を示すも

のがある（第7図）．またPost－orogenicsranitoidsは，

個々の岩体内部で帯磁率の変化が大きく，チタン鉄鉱

系と磁鉄鉱系の両方を含む場合が多いのが特徴である

（第7図）．また一露頭でも測定点によって帯磁率がか

なり変化する場合もある．

6．ま と め

1）花崗岩類の遊人時期

　ニューイングランドバソリス南半部の花崗岩類の活

動時期はRb－Sr全岩アイソクロン年代から次のように

まとめられる．

　SタイプのHillgrovesuiteの花崗岩類の活動時期

は290Ma前後で，Hensel　et　a1．（1985）による312±10

Maより若干若く，もう一つのSタイプであるBundarra

suiteの花崗岩類の活動時期（286±13Ma：287±10

Ma）とほとんどかわらないものと考えられる．しかし

K－Ar年代からみて，少なくとも一部のHillgrove　suite

の花崗岩類は260～270Maに強い変形を受けたものと

推定される．

　これらSタイプの花崗岩類におくれて，250～260Ma

にUralla，Moonbiの両suiteおよびLeucoadamellite
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などの1タイプ花崗岩類があいついで湛入したものと考

えられる．K－Ar年代（255Ma：262Ma）からみて，

1タイプのNundle　suiteもこの時期に活動したもの

と考えられる．なお，1タイプのPostorogenic

granitoidsの活動はさらにおくれ一部は三畳紀後期か

らジュラ紀にまでおよんだかも知れない．

　従ってニューイングランドバソリス南部の花崗岩類

は石炭紀末期から二畳紀初期にかけてSタイプが，二

畳紀後期から三畳紀（あるいはジュラ紀）にかけて1

タイプが活動し，両タイプの活動順序は環太平洋地域

のそれと調和的である．

2）Sr同位体初生値

　HillgroveおよびUra11両suiteのSr同位体初生

値は岩体あるいは地域によって変化するが，Hillgrove

suiteではO．7064以下，Urall　suiteではO．7061以下

である．またMoonbisuiteおよびLeucoadamellite

はO．705程度，Nundle　suiteはさらに低い初生値を

示す．従って，BundarraおよびHillgrove両suiteの

Sタイプ花崗岩類はその他の1タイプ花崗岩類に比較

するとやや高いが他地域のSタイプ花崗岩類に比べる

と低い．

3）帯磁率

　HillgroveおよびBundarra両suiteの花崗岩類はい

ずれも帯磁率が低くチタン鉄鉱系に属する．1タイプ

花崗岩類のうちNundleおよびMoonbiの両suiteは磁

鉄鉱系列に属する．しかしUralla　suiteは一部のアブ

〕
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第8図　岩体ごとの帯磁率の平均値（SI　unit）とチタン鉄鉱系（1），磁鉄鉱系花崗

　　　　岩類（M）の分布．
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ライト質花崗岩やアプライトを除いてチタン鉄鉱系列

に属する．また1タイプのPostorogenicgranitoids

は磁鉄鉱系列とチタン鉄鉱系列の両方が共存する岩体

が多く，また花南斑岩やアプライト質花崗岩などの斑

状岩類では，同一露頭でもチタン鉄鉱系列から磁鉄鉱

系列まで帯磁率が大きく変化する場合がある．

　従ってニューイングランドバソリス南半部の花崗岩

類では，Sタイプ花南岩はすべてチタン鉄鉱系列に，

1タイプ花崗岩はチタン鉄鉱系列に属するものと磁鉄

鉱系列に属するものとがある．

　第7図に示した各露頭でのデータを岩体ごとに平均

し，それによってチタン鉄鉱系列と磁鉄鉱系列に区分

した結果を第8図に示した．地理的には内陸側から海

洋側にむかって，Sタイプ・チタン鉄鉱系花崗岩，1

タイプ・磁鉄鉱系花崗岩および1タイプ・チタン鉄鉱

系花崗岩，Sタイプ・チタン鉄鉱系花崗岩，1タイプ

で磁鉄鉱系とチタン鉄鉱系が共存する花崗岩類が分布

する．Hillgrove　suiteの花崗岩類は，ピール断層よ

りの現在のBundarra　suite花崗岩類の分布域の南方

で活動した可能性が指摘されている（Flood　and　Shaw，

1977）．しかし両者はともにSタイプ・チタン鉄鉱系に

属するものの，帯磁率には僅かではあるが系統的な違

いが認められることや岩質・岩相がかなり異なること

からその可能性は考えにくい．
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